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談話室

　

伊
勢
の
地
で
六
十
二
回
目
の
神
宮
式
年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
て
早
十
年
。
そ
の
足
音
は
少
し
ず
つ
遠
ざ
か
り
、
そ
し
て
ま
た
六
十
三
回
目
の

式
年
遷
宮
の
足
音
が
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
き
た
。

　

伊
勢
の
神
宮
で
は
、
二
十
年
に
一
度
、
皇
太
神
宮
（
内
宮
）
や
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）
を
は
じ
め
、
別
宮
、
摂
末
社
等
の
社
殿
を
新
た
に

造
替
、
凡
そ
千
五
百
点
に
も
上
る
御
装
束
神
宝
を
新
調
し
、
御
神
体
を
新
宮
へ
お
遷
し
す
る
重
儀
「
神
宮
式
年
遷
宮
」
が
斎
行
さ
れ
る
。

　

持
統
天
皇
の
御
代
に
始
ま
り
を
見
る
式
年
遷
宮
は
、
中
世
の
古
記
録
『
遷
宮
例
文
』
に
て
「
夫
伊
勢
二
所
太
神
宮
、
二
十
年
ニ
一
度
之
造

替
遷
宮
ハ
皇
家
第
一
重
事
、
神
宮
無
双
大
営
也
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
皇
室
の
最
も
重
要
な
祭
儀
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
戦
国
時
代
に

一
時
中
断
さ
れ
る
も
の
の
、
凡
そ
千
三
百
年
の
長
き
に
わ
た
り
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

前
回
、
式
年
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
た
の
が
平
成
二
十
五
年
の
十
月
。
そ
し
て
次
の
六
十
三
回
目
の
御
遷
宮
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
が
令
和

十
五
年
の
十
月
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
現
在
の
御
遷
宮
は
そ
の
年
だ
け
で
完
結
す
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
前
回
の
御
遷
宮
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
み
る
と
、
式
年
遷
宮
の
最
初
の
祭
儀
で
あ
る
山
口
祭
が
行
わ
れ
た
の
は
、
私
が
神
宮
出
仕
を
拝
命
し
た
平
成
十
七
年
春
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
御
神
体
に
お
遷
り
い
た
だ
く
「
遷
御
」
が
行
わ
れ
た
平
成
二
十
五
年
ま
で
の
八
年
間
、
換
言
す
れ
ば
「
遷
御
」
の
八
年
も
前

か
ら
、
御
用
材
に
関
す
る
祭
儀
、
造
営
に
関
す
る
祭
儀
、
そ
し
て
遷
御
に
関
す
る
祭
儀
と
三
十
余
り
の
祭
祀
・
行
事
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
は
「
お
木
曳
行
事
」
や
「
お
白
石
持
行
事
」
な
ど
の
諸
行
事
も
賑
々
し
く
行
わ
れ
、
伊
勢
の
神
領
民
に
加
え
て
全

国
か
ら
集
っ
た
特
別
神
領
民
ら
の
か
け
声
が
神
路
と
島
路
の
山
々
に
響
き
渡
っ
て
い
た
っ
て
こ
と
は
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
神
宮
で
は
祭
典
に
奉
仕
す
る
に
あ
た
り
心
身
の
清
浄
を
期
す
る
た
め
厳
格
な
斎
戒
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
る
と

式
年
遷
宮
の
足
音

山
口
祐
樹
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こ
ろ
で
あ
る
が
、
勿
論
式
年
遷
宮
に
お
い
て
も
よ
り
一
層
の
斎
戒
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
神
宮
の
斎
戒
に
つ
い
て
は
、
延
暦
二
十
三

年
（
八
〇
四
）
に
撰
進
さ
れ
た
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
も
詳
し
い
が
、
後
に
内
宮
禰
宜
の
荒
木
田
守
晨
に
よ
り
撰

述
さ
れ
た
『
永
正
記
』
に
は
「
昇
殿
人
。
前
七
ヶ
日
斎
籠
也
、
并
神
事
外
禁
之
也
。
致
斎
前
散
斎
之
日
、
無
二

違
犯
儀
一

。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

御
正
殿
に
昇
殿
す
る
際
は
、
七
日
の
間
斎
館
に
籠
も
り
、
食
べ
る
も
の
や
交
わ
す
言
葉
で
さ
え
も
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
中
で
心
身
を
清
め
る

『
斎
籠
（
参
籠
）』
の
時
を
経
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
、
官
制
下
の
明
治
四
十
四
年
に
定
め
ら
れ
た
『
祭
典
奉
仕
員
心
得
』

に
則
り
、
昇
殿
す
る
に
は
二
夜
、
御
神
体
の
事
を
奉
仕
す
る
に
は
五
夜
の
参
籠
が
定
め
ら
れ
、
ま
た
そ
の
際
に
は
古
例
に
従
い
「
潔
斎
ノ
厳

修
」「
斎
食
ノ
格
守
」「
服
装
ノ
端
正
」「
言
語
ノ
戒
慎
」
を
厳
守
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

前
の
御
遷
宮
の
足
音
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、
祭
典
奉
仕
に
際
し
て
は
、
下
席
で
あ
っ
た
私
で
さ
え
も
月
の
半
分
ほ
ど
は
家
で
寝
る
こ
と

な
く
斎
館
に
て
参
籠
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
し
、上
席
の
禰
宜
に
い
た
っ
て
は
月
の
殆
ど
を
斎
館
で
過
ご
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、現
在
の
定
め
で
は
祭
儀
に
際
し
最
大
で
も
五
夜
の
参
籠
と
な
る
わ
け
だ
が
、こ
れ
は
遷
宮
祭
全
体
に
対
し
て
で
は
な
く
、

遷
宮
に
関
す
る
祭
儀
一
つ
一
つ
に
対
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
御
神
体
を
新
宮
に
お
遷
し
す
る
「
遷
御
」
の

前
後
に
は
、「
洗
清
」「
心
御
柱
奉
建
」「
杵
築
祭
」「
後
鎮
祭
」「
御
装
束
神
宝
読
合
」「
川
原
大
祓
」「
御
飾
」「
大
御
食
」「
奉
幣
」
と
い
っ

た
祭
儀
が
連
日
の
よ
う
に
、
そ
し
て
こ
れ
ら
が
内
宮
、
外
宮
、
第
一
別
宮
の
荒
祭
宮
、
多
賀
宮
と
、
四
箇
所
で
時
期
を
前
後
し
な
が
ら
執
り

行
わ
れ
る
。
こ
の
祭
儀
一
つ
一
つ
に
一
夜
か
ら
五
夜
の
参
籠
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
に
奉
仕
す
る
神
職
は
何
日
も
自

宅
へ
戻
る
こ
と
な
く
、
長
期
に
わ
た
り
斎
館
内
で
の
厳
な
る
清
浄
を
修
め
た
上
で
重
儀
に
臨
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
五
年
に
は
、
日
本
人
の
凡
そ
十
人
に
一
人
、
一
千
万
人
以
上
の
参
拝
者
が
神
宮
を
訪
れ
た
。
来
年
天
皇
陛
下
よ
り
式
年
遷
宮
の

御
聴
許
が
下
さ
れ
、
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
準
備
が
本
格
的
に
始
ま
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
そ
の
翌
年
に
は
山
口
祭
そ
し
て
御
木
曳
行

事
へ
と
続
い
て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
で
す
っ
か
り
落
ち
着
い
て
し
ま
っ
た
伊
勢
の
町
に
も
、
御
遷
宮
の
足
音
と
共
に
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
夏
の

日
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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